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第2 2回地域医療連携交流会を開催しました

「第1 0 5回日本呼吸器学会近畿地方会」にて、
臨床研修医が「優秀演題賞」を受賞しました
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　先日、呼吸器内科で経験した「間質性肺炎の治療中に両側のニューマトセルと気胸を発症し、外科的瘻孔閉鎖術を行った症例」につい
て、学会で発表させていただきました。
　私にとって初めての学会発表だったため、不安も大きかったのですが、指導医の先生方が症例の整理や文献の調べ方、スライドの工
夫、発表練習まで丁寧にご指導くださいました。そのおかげで自信を持って本番に臨むことができ、発表後には「優秀演題賞」という評価
をいただくことができました。大変光栄であり、今後の励みにもなっています。
　姫路赤十字病院での研修では、日々 多様な症例を経験できるだけでなく、学会発表や症例報告といったアウトプットの機会が豊富にあ
り、学んだことを自分の言葉で表現する力を養うことができます。さらに、先生方は常に熱心で親身にサポートしてくださり、疑問点や不安
を一つひとつ解消しながら安心して研修に取り組むことができるのも大きな魅力です。
　今回の発表を通して、知識を深めるだけでなく、それを分かりやすく人に伝えることの大切さを実感しました。今後も学ぶ姿勢を忘れず、
一人でも多くの患者さんに貢献できるよう研修に励んでいきたいと思います。　　　　　　　　　　　 　初期研修医2年目　小西 杏花

　是非、当院の交流会にご参加いただき地域の皆様との交流を深めていただきたいと存じます。そして、これまでも、これからも共に地域
医療を守る仲間として、さらに連携を密にして地域医療に貢献していく所存です。患者さんのご紹介、診療情報の提供依頼、当院に対す
るご意見など、地域医療連携室が迅速に対応いたしますので、ご遠慮なくお問合せください。今後も地域医療機関を含む地域住民から
選んでいただける日赤さんを目指して精進して参ります。

　小西先生、第105回日本呼吸器学会近畿地方会での優秀演題賞の受賞、本当におめでとうございます。今回は経過が複雑な症例でした
が、 わかりやすさを意識してスライド作成と発表準備に取り組んでいたのが印象的でした。学会当日は、著名な先生方が審査員を務められ
る中で、座長からの質問にも自信を持って対応されており、 先生の成長が感じられました。
　今回の症例報告を通して、忙しい毎日の中で少し立ち止まって考えることや、経過をまとめてプレゼンテーションすることの大切さを学べた
のではないかと思います。ぜひ、今後の臨床にも役立てていただけると嬉しいです。　　　　　　　　　  第二呼吸器内科部長　真下 周子
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当院は地域の方 と々一堂に介するこの機会を大切にしております。
この度は、138施設、341名の皆様にご参加いただきました。



地域とともに命を守る、姫路赤十字の周産期医療
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●がん合併妊婦への対応 
― 出産と治療の両立を支える
　当院は地域がん診療連携拠点病院として、妊娠中にが
んが判明した妊婦に対しても、出産と治療の両立を支援し
ています。「妊娠継続は難しい」と他院で告げられた妊婦に
対しても、十分なインフォームドコンセントを行い、妊娠継続
を希望される場合には、最善の方針をチームで検討します。
実際に、乳がん合併妊婦では妊娠中に化学療法を行い、出
産時期を調整して誘発分娩後に乳がん手術を実施。また、
子宮頸がん合併妊婦では化学療法後に妊娠30週あたりで
帝王切開を行い、続けて広汎子宮全摘術を施行しました。
産科・婦人科・外科・麻酔科・小児科などが連携し、母体と
胎児の命をともに守る体制を整えています。

　新生児集中治療室（NICU）が18床、新生児治療回復室
（GCU）が24床の計42床あり、2024年度は病的新生児の入
院数は765名でした。そのうち出生体重が1000g未満の超
低出生体重児の入院数は21名を数えました。経験豊富な
医療スタッフのもと人工呼吸管理を237件、その他にも重症
な新生児に適応となる新生児低体温療法を2件、一酸化窒
素吸入療法を14件、持続緩徐式血液ろ過透析を3件行い
ました。また、新生児専用救急車を有しており、播磨姫路圏
域の産婦人科医院や病院産婦人科からの新生児搬送を
24時間体制で行っており、地域からの搬送依頼には常に
対応できるシステムを構築しております。昨年度の搬送件数
は267件と全国でも屈指の症例数でした。

　３つの地域周産期病院―県立はりま姫路総合医療セン
ター、姫路聖マリア病院、公立宍粟総合病院―とも協力し
て、今後も「オール姫路赤十字」のチーム医療で、地域の母
と子の命を守り続け、地域の妊婦さんや先生方が安心して
出産して頂けるような運営を目指していきたいと存じますの
で、今後とも何卒よろしくお願いいたします。

　来年には、行政機関や播磨姫路の保健医療機関とともに
播磨姫路周産期協議会を立ち上げ、今後想定される南海
トラフ大地震や新興感染症への対策、母体や新生児搬送
時のより良い対応等を検討する場としたいと考えておりま
すので、ご協力のほどお願い申し上げます。

●前置癒着胎盤への挑戦 
― 多職種チームが命を守る現場
　前置癒着胎盤は大量出血を伴う極めて危険な疾患で
す。当院では、術前に自己血貯血を行い、手術当日は産科
医、小児科医、放射線科IVR医、麻酔科医、放射線技師、助
産師、手術室看護師がハイブリッド手術室に集結します。動
脈バルーン塞栓用カテーテルを挿入後に帝王切開を行い、
胎盤の位置に応じて子宮底部切開を選択。麻酔は新生児
への影響を考慮して脊椎くも膜下麻酔を第一選択とし、必
要に応じて全身麻酔へ移行します。
輸血体制も整備し、大量出血を想定した周術期管理を徹
底。これまで多数の症例を安全に乗り越えてきました。
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産科部門の強みの一つは、通常の分娩対応にとどまらず、
がん合併妊婦や前置癒着胎盤妊婦など、極めて高リスクな症例にも安全に対応できる総合力です。

　このように地域からの入院依頼をお断りすることなく多数
の症例を当院で診療できるのも、ひとえに院内の周産期医
療に関わる多職種の関係者の方々や、地域の産婦人科医
院や病院産婦人科をはじめとする医療関係者や行政の
方 の々ご協力とご理解の賜物と常日頃から深く感謝しており
ます。私たちNICU/GCUのスタッフは病的な新生児の速や
かな回復とご家族の安心を常に目指しております。そのため
には今後も皆様からのご協力とご理解が必要不可欠である
ことは言うまでもありません。私たちはこれからもしっかりとこ
の地域の周産期医療を守り続けたいと思っておりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
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深化と新化で進化のために ―播磨姫路周産期協議会の立ち上げ ―


